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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

そば祭り開催期間中の天候不順があったこと、また天竜川下り舟転覆事故による風評被害及び東日本大震災の影響が想像以上

に長引いており、目標達成できなかった。GW期間中の試みとして行った菜の花によるそば祭りは好評が得られた。

改革改善

の考え方

①問題

点

平成27年度までに三遠南信自動車道天龍峡ＩＣ休息施設として整備が予定される天龍峡花の里について、名勝地保護を

第一としつつも、天龍峡が活性化していく利活用計画と、国・市・地域住民等の役割分担について課題がある。

②改革

提案

休憩施設整備の主体性、役割分担について、文化庁・長野県教育委員会・飯田市教育委員会と連携し、国（国土交通省）

と調整する。

総事業費①+② 2,687 1,257 2,687

人件費計（千円）② 1,430 1,430

913

正規職員所要時間 400 400

臨時職員所要時間

一般財源 1,257 1,257 1,257

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 1,257 1,257 1,257 913 　

25年度予算額 特定財源内訳、補足

913

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　天龍峡花の里を活用した誘客

　　天龍峡花の里づくり業務委託料　A=3.0ha

　　　菜の花の栽培（春）、信州大そばの栽培（秋）

２　天龍峡そば祭りの開催支援と信州大そば（天龍峡そば）のブランド化の

普及推進

１　開花期間中の観光客数

２　そば祭り実施日数

１　3,500人

２　4日

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

三遠南信自動車道天龍峡インターチェンジ周辺用地を、地域に定着した継続的な利活用を図るため、地域住民を主体とした組織に管理を

委託する。

利活用の手段としては、天龍峡への観光誘客を図るため、天龍峡の観光シーズンを考慮した「信州大そば」などの花による計画的な栽培を

行い、花の魅力を活用した交流空間を創り出すとともに、市民の憩いの場としていく。さらに、収穫されたそば活用したイベントの開催や「天

龍峡そば」を普及するなど、食を通した観光誘客に取り組む。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

観光客数（人／花の里） 4500 3500 4000 －

3 1.7 －

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

そば等の栽培面積、駐車場（ｈａ） 3

28年度見込み

観光客数（人／天龍峡） 217400

意図（どういう状態

にするか）

天龍峡インターチェンジ周辺用地の有効利活用

向上させたい上位施

策の成果指標

観光消費額（億円）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 天龍峡

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 12 未来を見据えた地域産業の魅力、強み、人材の強化

基本計画上

の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

課等名 観光課 係等名 天龍峡活性化係

事業種別 政策 開始 17 終了 27

事務事業名

会計 一般会計

天龍峡花の里事業

12 事業№ 26 16平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 1 施策№


